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携帯ネットワーク・プロバイダは、最新のPoC（Push-to-talk Over Cellular）が、
一般消費者や企業に幅広く受け入れられるものと期待を寄せています。これま
で、PoCは相互運用性の面でさまざまな障害がありました。現在のPoCサービ
スは、プロバイダ独自のものであるため、加入者は他のネットワーク･プロバ
イダに接続することができません。また、適切な移動機を選択することにも制
限がありました。さらに、こうした移動機とネットワーク素子との互換性は、
個々のサービス・プロバイダに任されていました。

業界団体であるOMA（オープン・モバイル・アライアンス）により、PTT
（Push-To-Talk）システムのさまざまな機能の規格統一が図られています。新
しいPoC規格では、すべてのPoCデバイスおよびネットワーク素子が準拠しな
ければならないコンフォーマンス・テストが発表され、GCF（Globa l
Certification Forum）によって採用されています。規格とテストの統一によって、
PoC移動機があらゆるネットワーク上のPoCサーバで確実に動作するようにな
ります。これによって初めて、ネットワーク相互通信、ワールドワイド・アク
セス、PoCローミングが可能になります。こうした標準化によって、PoCの使
用が加速され、PoCサービスの収益性が改善されます。

しかし、すべての新しいサービスと同様に、第一印象が重要です。加入者が初
めてPoCを使用した時の経験が、サービスの長期的な成功を左右する重要な要
因となります。Push-to-talkテクノロジーは、パケット交換データ、半2重、
VoIP（Voice over IP）を採用しているため、多くの異常が生じる可能性があり
ます。メッセージの遅延、接続プロシージャの延期、パケットの損失や遅延、
接続のドロップ、音声品質の低下など、これらはいずれも既存の音声接続に起
因する問題です。こうした問題の発生を防ぐためには、ネットワーク素子や
UEを早期にテスト／デバッグする必要があります。

概要
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Push-to-talk Over Cellularを用いることにより加入者は、ほとんど瞬時に話をす
ることができます。また、セッションなどを開いた場合でも関係者は、随意に
セッションに参加したり、セッションから退出したり、セッションに再度参加
することができます。

サービスの向上を図るためには、規格に準拠した新しいネットワーク素子と機
能が必要です。

● PoCサーバ。「フロア」を制御して、すべてのセッションで、一度に1人のユ
ーザだけが話をできるようにします。またPoCサーバは、サービス・プロバ
イダに請求情報を提供します。

● プレゼンス・サーバ。全ユーザのリスト、ユーザの稼働率、「着信拒否」状
態を維持します。

● グループ／リスト管理機能（GLMF）。加入者がグループ、コンタクト・リス
ト、アクセス・リストの管理に使用します。この機能は、グループ・セッ
ションの高速セットアップ、リスト内のユーザ／グループとの瞬時トー
ク・セッションを開始し、グループ・セッションを開始して他のユーザか
らPoC存在情報を受け取ることができる人を管理します。

● IMSコア。極めて重要な認証／許可セキュリティ機能を処理します。IMSコ
アは、SIP（Session Initiation Protocol）シグナリングや請求報告の一部の要
素にも対応します。

さらに、ネットワークが新しい機能を必要としている以上は、UEにも最適な
PoCクライアントをインストールする必要があります。ほとんどの場合、この
クライアントはネットワークによって提供されるため、プロバイダによってク
ライアントが著しく異なる可能性があります。PoCクライアントは通常はUE
にプリインストールされていますが、加入者がBluetooth®またはマルチメディ
ア・メッセージング・サービス（MMS）など他の無線通信（OTA）を使用し
て、新バージョンをダウンロードすることも可能です。今日の専用PTTクライ
アントは、新しいOMA対応のPoCサーバで動作するようにアップデートする
必要があります。

新しいネットワーク
素子
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PoCサービスを実行するために、UEには音声情報がIPデータグラムとしてパッ
ケージされています。このテクノロジーはベアラに依存していないので、高速
無線媒体（GPRS、EGPRS、W-CDMA、HSDPA、cdma2000）を使用して、デ
ータグラムを基地局に送ることができます。

ネットワークでは、IP伝送が保護されているので、音声トラフィックが常に伝
送されています。しかし、劣悪な無線伝送条件、セルの遷移中の割り込み、ま
たは過度のPoCサーバ・トラフィックのために、音声トラフィックのフラグメ
ント化などの問題が生じ、スループットが低下するおそれがあります。さらに
スループットは、無線ベアラの影響を受けます。使用可能なベアラ・フォーマ
ットはすべて、シームレスなPoC動作を実現するのに十分な帯域幅が割り当て
られます。しかし、セルが輻輳状態になった場合、割り当てられている帯域幅
やプライオリティが低下し、スループットが低下する可能性があります。

このため、PoCの品質を評価するには、「電話はつながりますか?」、「PoCセッ
ションを開始できますか?」といった基本的な質問に答えるだけでは不十分で
す。また、RF接続に問題がある条件のもとでUEの機能／性能をテストする必
要があります。

Agilent 8960無線通信テスト・システムとE6701E GSM/GPRSラボ・アプリケー
ションによって、PoC機器を実環境下でテストすることができます。このテス
ト・セットでは、ダウンリンク・ブロックにエラーを挿入することにより、故
意にダウンリンクに障害を発生させることができます。また、UEの受信感度
に近いレベルまでセル電力を下げて、受信機のブロック・エラーを引き起こす
こともできます。

このセットアップでは、アップリンクの障害をシミュレートすることも可能で
す。E6701Eでは、伝送が正しく受け付けられた場合でも、否定応答メッセー
ジ（NACK）をUEに送ることにより、UEに情報のブロックを再送信させるこ
とができます。これにより通信に遅延が生じ、システム全体の性能を低下させ
て、評価することができます。

従来の音声通話では通常、セルのエッジまたはセルの遷移中のRF条件が劣悪
な場合に重大な問題が生じることが分かっています。これは、PoCの場合にも
当てはまります。ただし、従来の音声通話ではセルの遷移を通してほとんど途
切れることはなく、UEと最低1つの基地局の間の接続が維持されます。PoCな
どのパケット交換型データ接続は非連続的です。ネットワークを通して伝送さ
れているパケットの再ルーティングをネットワークが行なっている間に、UE
はあるセルからドロップして、次のセルに接続しようとします。このため、デ
ータ・パケットに遅延が生じたり、並べ替えられることがあります。こうした
動作は通常、データのダウンロードでは問題はありませんが、リアルタイムで
の音声伝達ではPoCユーザが気が付くほどの途切れが生じる可能性がありま
す。

セルの遷移中のPoC性能のテストは、条件をシミュレートするのが難しいので
大変ですが、E6701Eと8960を組み合わせて用いれば実現可能です。この場合、
RFスプリッタ／コンバイナを使用して、1台のUEを2組の8960テスト・セット
に接続します。対応するセル電力およびRF伝送特性は、あるセルから別のセ
ルへのUEの移動が強制的に実行されるように設定します。このテスト手順の
詳細については、Agilentアプリケーション・ノート『Testing Mobile Station
Cell Transitions and Handovers』（カタログ番号5989-3949EN）を参照してくださ
い。

エラーの原因

リンクのテスト

セル遷移の
シミュレート



6

UEをPoCサーバに接続するには、相当な量のシグナリングが必要です。また、
PoCセッションを開始／処理するには、さらに多くのシグナリングが必要です。
このため、シグナリング／接続エラーが生じる可能性が高くなるので、トレー
スやデバッグが非常に困難になります。E6701Eは、無線プロトコル・アドバ
イザ（WPA）を備え、RLC/MACからIPまですべてのプロトコル・レイヤを解
析できます。

下位レベルのシグナリングは、PoCのUEへの追加までに十分にテストする必
要があるため、この場合のWPAは主にIPレイヤでの接続／伝送の確認に用い
られます。WPAは、2台のUEと2組のテスト・セットの間のPoCメッセージン
グをすべて同時にログできます。当該ログの一例を以下に示します。21番のメ
ッセージは、一方のUE（IPアドレス156.141.106.212）からPoCサーバ（IPアド
レス156.141.106.48）に送られたIPデータグラムです。メッセージ22は、サー
バからもう一方のUE（IPアドレス156.141.106.179）に転送される同じIPデータ
グラムです。

シグナリング・テスト

図1. PoCメッセージのログ
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PoCセッションが音声通話を受け付けた場合、GSM、GPRS、EGPRSネットワ
ークでは、音声通話がかかってきていることが加入者に知らされます。通話を
受け付けた場合、UEは、PoCセッションを中断（オフに）します。1対1のセ
ッションの場合、ユーザ1はもはや電話に出られないので、セッションの終了
中であることを2番目のユーザに知らせます。音声通話が終了すると、PoCセ
ッションが再開します。ただし、音声通話着信後の2人ユーザ間のPoC音声ト
ラフィックはすべて失われている可能性があるため、セッションは実際にはリ
スタートする必要があります。

これらのシナリオは、E6701Eの機能を使用してテストできます。E6701Eは、
PoCと、ショート・メッセージ・サービス（SMS）、MMS、WAP（Wirelss
Application Protocol）ブラウジングやインスタント・メッセージングなどの他
のパケット交換サービスとの相互テストが可能です。

PoCが規格に準拠しているかどうかをテストすることは大変な作業です。テス
トに実際のネットワークを使用することにより、ネットワーク・プロバイダが
選択したPoCサーバだけにアクセスできます。ネットワークは通常、無線状態
やトラフィック状態が刻々と変化し、関連するエラーの原因をすべて備えた、
再現性のあるテスト環境を提供することはできません。

コンフォーマンス・テスト・システムを使ってPoCをテストすることにより、
UEをネットワークで使用できることが実証されますが、この方法はコストが
かかる上に、多くの場合、個々の開発者は機器を簡単に入手することができま
せん。

テスト・セットを用いたプリコンフォーマンス・テストでは、考えられる多く
のユーザ経験をシミュレーションできるだけでなく、より実践的な方法でUE
を徹底検証できます。製品開発中に8960やE6701Eなどのテスト・ソリューシ
ョンを使用することにより、必要とされる高い信頼性が得られるとともに、テ
ストにパスする可能性を高めることができ、リワークを最小限にできます。ま
た現在使用されている200近いGCFコンフォーマンス／相互運用性のPoCテス
ト・ケースでは、こうした信頼性が必要不可欠です。

Agilentのソリューションは、PoCやPPT規格とは独立したPoCテストで高い柔
軟性を発揮します。このシステムは、専用の機器とOMA対応の機器の両方を
テストでき、RF接続における一般的なエラーの原因も解析できます。さらに、
各サービス間の相互運用性をテストできるだけでなく、事前の適合性も検証で
き、顧客の満足度を向上することができます。

サービス間テスト

コンプライアンスの
実現
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PoCテストでの8960テスト・セットとE6701Eラボ・アプリケーションの併用方
法について、さらに詳しく説明します。

図2は、テスト構成を図示したものです。PoCサーバ（プレゼンス・サーバも
可能。ただし、テストには不要）、2組以上の8960/E6701Eテスト・セット、
PoCクライアントがインストールされた2台以上のUEを接続します。このセッ
トアップでプロトコルのログに用いるPCはオプションです。

図2. PoCのテスト構成

図2では、すべてのPCと測定器が同じサブネット上にあります。接続されてい
るすべてのコンポーネントのIPアドレスの最初の3つのフィールドを同じにし
てください（例：156.141.106.xxxおよび156.141.106.yyy）。

測定器のSystem Configボタンを押してからSetup（F1）を押すことによって、IP
アドレスとサブネットを変更することができます。

UEのIPアドレスは、画面左側のメニューのMoreボタンを押して3ページにスク
ロールし、DUT PDP Setupを選択することにより、8960/E6701Eのフロント・パ
ネルから設定できます。このページ上のDNSアドレス（E.00.08以降）も設定
する必要があります。DNSアドレスが設定されていない場合、測定器がIPアド
レスをUEと交換するたびに、アドバイス・メッセージが画面上に表示されま
す。使用するDNSアドレスがわからない場合は、UEのDNSアドレスを測定器
のDNSアドレスに設定します。

PoCをRF条件でテストする場合は、接続パラメータがわかっていることが重要
です。System Config、F5と押して、RF入出力振幅オフセットを設定します。こ
れにより、測定器とUEの間のRFケーブル損失を調整できます。

テスト構成

LANまたはハブ
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Call Setupを使用してBCHパワーレベルを調整した後でF7 Cell Powerを選択する
か、Call Setupを使用してPDTCHレベルを調整した後でF9 PDTCH Parametersを
選択することにより、RFリンクに障害を発生させることができます。

Call Setupを押して画面左側のMore（メニュー2/3）を選択した後で、以下を選
択することにより、ブロック・エラーを設定して、ダウンリンク再伝送要求を
強制することができます。

F4 Protocol Control
F1 layer 1
F1 PDTCH Downlink Corruption

テスト・シナリオに合わせてエラー・シーケンスを調整します。

UEがアップリンク・ブロックを正常に伝送した場合でも、テスト・セットは、
正常なアップリンク・ブロックに対して否定応答（NACK）を送信することに
より、UEに強制的に再送信させることができます。アップリンクNACKは、
以下の手順で設定できます。

Call Setup 
More（メニュー2/3）
Protocol Control F4 
RLC/MAC F2 
More（メニュー2/2）
NACK Good Blocks F2（％単位で設定可能）

さらに1台のUEと2組のテスト・セットを使用して、より複雑なRFテスト・シ
ナリオを実行して、セル遷移をシミュレートすることができます。詳細につい
ては、アプリケーション・ノート『Testing Mobile Station Cell Transitions and
Handovers』（カタログ番号5989-3949EN）を参照してください。

RF障害
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テンポラリ・ブロック・フロー（TBF）は、多くのデータ・ブロックを送信し
ている間、オープンしているGPRS/EGPRSの物理的な接続です。最後のブロッ
クが送信（受信）されると、TBFは終了します。ユーザが通話ボタンから指を
離した瞬間に、TBFはドロップされます。ただし、ユーザがすぐに通話ボタン
を再度押した場合、UEはTBFを再度確立するプロセスを再度実行しなければ
なりません。代表的なTBFセットアップ時間は約0.6～1.0秒です。別のユーザ
がすでに通話を要求している場合は、この遅延のために、通話待ち行列内で待
たなければ再度話をすることはできなくなります。

TBFが繰り返し開始／停止された場合に、PoC動作に影響を及ぼす可能性のあ
るTBF調整はいくつかあります。

TBFの解放は、遅延ダウンリンクTBF設定と拡張アップリンクTBF設定で決定
されます。これらの設定を調整して、TBFが瞬時にドロップされないようにす
ることができます。ただし、これらの設定を使用することによって通話者の
PoC経験を改善することができる一方で、他のユーザにはストレスを与える可
能性があります。これらのTBF設定を使用すると、フロアを制御している人が
これ以上言うことがないにも関わらず、通話を望む次の人にフロア制御を渡す
ことがまだできないために、デッド・タイムが生じることにもなります。

以下を選択することにより、遅延ダウンリンクTBFのTBF制御を設定できます。

Call Setup
More（メニュー2/3）
F4 Protocol Control
F2 RLC/MAC
F5 TBF Control

拡張アップリンク時間は、Cell ParametersのExtended Uplink TBF Stateがオンにさ
れるまで設定できません。これは、BCHのブロードキャスト・コマンドなの
で、セルがオフにされるまで設定できません。また拡張アップリンクTBFは、
UEがこの機能に対応していることを特に必要とします。

拡張アップリンクTBFを設定するには、以下を選択します。

Call Setup
Operating Mode F1
Cell Off
Call Setup
F6 Cell Info
F2 Cell Parameters
Extended Uplink TBF State On
Cell Setup
More（メニュー2/3）
F4 Protocol Control
F2 RLC/MAC
F5 TBF Control

TBFの再設定の場合は、以下のコマンドを選択します。

Cell Setup
Left（メニュー2/3）
F4 Protocol Control
F2 RLC/MAC
F5 TBF Control

TBF調整
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現存している200近いGCFコンフォーマンス／相互運用性のPoCテスト・ケー
スでは、UEがこれらのテストにパスしないと認定を受けられません。

AgilentのE6701Eラボ・アプリケーションを使用したソリューションは、PoCや
PTT規格とは独立した柔軟性の高いPoCテスト方法です。単一のシステムで、
専用のソリューションとOMA対応のソリューションの両方に対応しており、
エンドツーエンドのPoC遅延を評価し、SMS/MMS、インスタント・メッセー
ジング（IM）、WAPブラウジングなどの他のサービスとの相互運用性をテスト
することができます。またRF障害、セル遷移テスト、意図的なブロック・エ
ラー、アップリンクNACKを使用して、さまざまな遅延やスループットを評価
できます。テスト・セットとE6701Eソリューションは、このように事前の適
合性を検証できるだけでなく、顧客の満足度を向上するサービス間の相互運用
性テストも実現できます。

まとめ
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十分に活用することができます。アジレント・テクノロジーのすべての測定器およびシステムには、
グローバル保証が付いています。アジレント・テクノロジーのサポート政策全体を貫く2つの理念
が、「アジレント・テクノロジーのプロミス」と「お客様のアドバンテージ」です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、アジレント・テクノロジーの経験豊富なテスト・エンジ
ニアが現実的な性能や実用的な製品の推奨を含む製品情報をお届けします。お客様がアジレント・
テクノロジーの製品をお使いになる時、アジレント・テクノロジーは製品が約束どおりの性能を発
揮することを保証します。それらは以下のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行います。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に係わるアシストを提供します。
● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サービス・センタでサービスが受けられるグローバル保証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供する多様な専門的テストおよび測定サービスを利用す
ることができます。こうしたサービスは、お客様それぞれの技術的ニーズおよびビジネス・ニーズ
に応じて購入することが可能です。お客様は、設計、システム統合、プロジェクト管理、その他の
専門的なサービスのほか、校正、追加料金によるアップグレード、保証期間終了後の修理、オンサ
イトの教育およびトレーニングなどのサービスを購入することにより、問題を効率良く解決して、
市場のきびしい競争に勝ち抜くことができます。世界各地の経験豊富なアジレント・テクノロジー
のエンジニアが、お客様の生産性の向上、設備投資の回収率の最大化、製品の測定確度の維持をお
手伝いします。

アジレント・テクノロジー株式会社
本社〒192-8510 東京都八王子市高倉町9-1

計測お客様窓口
受付時間 9:00-19:00（土・日・祭日を除く）
FAX、E-mail、Webは24時間受け付けています。

TEL■■ 0120-421-345
(042-656-7832)

FAX■■ 0120-421-678
(042-656-7840)

Email contact_japan@agilent.com

電子計測ホームページ
www.agilent.co.jp

● 記載事項は変更になる場合があります。
ご発注の際はご確認ください。
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